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さいたま文学館運営費

１　事業概要

　県民の自主的な文学活動を支援するため、文学に特化

した施設であるさいたま文学館を円滑に運営する必要が

ある。

　そのため、文学作品その他文学関係の資料の収集、保

管及び調査研究を行い、県民の文学活動の振興を図ると

ともに、施設の適正な管理を行う。

（１）指定管理委託料　　 95,202千円

２　事業主体及び負担区分

　(県10/10)

３　地方財政措置の状況

　なし

４　事業費に係る人件費、組織の新設、改廃及び増員

　9,500千円×6.2人＝58,900千円

５　事業説明
（１）事業内容
　　ア　指定管理委託料　　　人件費、施設管理費、運営事務費、図書室運営費、資料整理費、
　　　　　　　　　　　　　広報費、一般事務費　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　95,202千円
　　イ　学芸業務運営費　　　運営協議会に関する経費、文学資料の収集・保管・展示及び閲覧
　　　　　　　　　　　　　に関する経費、文学資料についての調査研究に関する経費、県民の
　　　　　　　　　　　　　文学活動の支援に関する経費、展示設備改修に関する経費　　　　　　　　23,149千円

（２）事業計画
　　ア　普及事業(講演会、講座)の実施
　　イ　文学図書館の運営
　　ウ　企画展およびテーマ展の開催
　　エ　文学資料の収集および保管、調査研究

（３）事業効果
　　ア　企画展、講座、講演会などを実施することによる施設利用者の増加�

　　ア　改修工事による休館の影響を見込んで積算した

　　イ　県民の自主的な文学活動の促進

　　　　平成23年度施設利用者数：61,749人
　　　　平成24年度施設利用者数：64,356人
　　　　平成25年度施設利用者数：62,346人
　　　　平成26年度施設利用者数：63,100人(目標)
　　　　平成27年度施設利用者数：34,100人(目標)

（４）その他
　【前年度からの変更点】

(単位：千円)

（２）学芸業務運営費　   23,149千円

　　イ　展示設備改修工事を計上した（平成26年度は常設展示室モニター交換工事を実施）

分野施策


